
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.24８ 
令和７年 秋号 

北九州市市民活動サポートセンター 

目次 

１P    表紙(サポの日紹介) 

２～５P サポの日 

インターンシップ大活躍！！ 

６P    所轄庁からのお知らせ 

７P    サポセンからのお知らせ 

８P    421Lab.のページ 

キラ☆キラ 

日頃の活動  みんなの前で発表して 

みませんか？ 

市民活動サポートセンターでは、毎月ＮＰＯ団体や市民活動団体の活動発表会を開催しています。 

これまで、２６４回開催しています。（R7.９月現在） 

他の団体の活動を「知り、つながり、自身の活動が広がった!!」と大変好評をいただいております。 

また、発表会への受講参加も大歓迎です🎶 

発表日時：毎月第３or４木曜日（変更の場合あり）１８：３０～２０：００ 

発表場所：市民活動サポートセンター内（コムシティ３階） 

 

紹介！！ 
サポの日 

R7.4月開催 

R7.8月開催 R7.7月開催 

R7.6月開催 

R7.9月開催 

R7.5月開催 

M A R U T E N 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人老いを支える北九州家族の会は、北

九州市と近郊の高齢者の介護を応援することを目

的とし、平成６年に結成されたボランティアの市民

団体です。相談窓口の設置、交流会や出前講座の

実施など多岐にわたって、精力的に活動をされて

います。高齢化社会が加速する中、周囲の関心や

期待がますます高まる団体として発表をしていた

だきました。 

 

理事長である蒲地眞一氏は、

会の冒頭に、「高齢化の進む北

九州市において、シニア世代に

は、『自分たちは貴重な体験を

経てここまで生きてきたのだ』

という誇りをもってほしい」と語られました。 

 

 沼田賢一郎さんは、70歳で初期

アルツハイマーと診断されました。 

 不安・恐怖・絶望・・・ 

「数字を覚え難くなる」「カバンを置

き忘れる」「免許証の返納」などを

通して、これまで積み上げてきたこ

とが崩れ落ちていく感覚にとらわれました。 

 明るく前向きに生きる人生への転換 

高橋佳子先生（魂の学び）との出会い、市政だより

で見つけた家族交流会への参加、家族の支え、「さ

ろん憩い」での活動など、多くの方々との出会いが

生きる原動力となり今がある、と語られました。今

では、「認知症の先駆者になりたい！」という強い 

意思のもと元気いっぱいに生活されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 眞由美さんは、診断を受けた後、賢一郎さんの一

挙手一投足を気にして疲れる毎日を送られたよう

です。しかし、NPO 法人老いを支える北九州家族

の会の支援により、一般社団法人日本認知症ワー

キンググループの会員となった

ことや家族交流会に参加したこ

とが転機となり、賢一郎さんの真

心に寄り添えるパートナーになり

たいと思うようになったそうです。 

 

 さろん憩いは、2021 年 1 月に開設された認知

症ご本人、ご家族の方々の仲間づくりの場です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 午前は、皆でメニューを決め、相

談しながら調理をします。午後

は、折り紙、ゲーム遊び、Sunドリ

ームズのバンドに合わせて歌を

歌ったりします。 

 

「認知症になっても希望を持って

生きていけます。ご家族の皆さん

も悩んでいらっしゃるかもしれませ

んが、みんな仲間になって人生を

明るく生きていく、つながりのもて

る社会を目指していきたいです！」と締めくくられ

ました。 

 
「団体の紹介」 

２０２５年７月２４日開催 
第２６２回サポートセンターの日 NPO活動発表会 

NPO法人老いを支える会北九州家族の会 

ホームページ 

 

NPO法人老いを支える北九州家族の会  

蒲地理事長によるごあいさつ 

 沼田賢一郎さんと眞由美さんのお話 

 さろん「憩い」 

 野村事務局長によるごあいさつ 

発表者の皆さん 

担当の卜藏(ぼくら)さん 




